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1.　まえがき

近年，古典文献を電子化し研究に活用しようとする動

きが盛んになりつつある．しかし，古典文献を対象とし

た情報検索システムを実現するとき，全文検索ではうま

くできないことがある．特に，古典と現代文は言葉使い

が違うため，一般の利用者はうまく古典の単語を用いて

操作することができない．さらに，古典には典故また反

語，対偶，比喩など多様な表現法が用いられ，単純なキ

ーワードマッチング技法のみでは検索効率が低下すると

いった問題がある．

過去の研究において，古典における意味検索を目的と

した試みは少なく，新たな意味検索システムの開発が必

要である．そこで，本研究では，古典の言葉遣いに着目

し，語用情報に基づくアプローチを提案する．

古典意味検索の手法として，オントロジーに基づく手

法がある[1]．文献[1] では，中国の唐詩を処理対象とし

て，オントロジーの構築と意味的注釈付与（ semantic 

annotation）の方法を提案している．しかし，単語数が

同義語を含めると数万語にも達し，概念分類や精査は手

作業のため，相当な時間とコストが必要である．

我々は中国の儒学の代表作である『論語』をドメイン

とする中国語質問応答システムを構築している．本稿で

は論語の特徴に基づき対象とする文書から語用情報とカ

テゴリを抽出し，その結果を用いて検索を行い，適した

文書をユーザーに返す検索方法を提案する．

2.　『論語』について

『論語』は二千年余にわたって中国社会，周辺の国々

や地域，及び世界各地の人々に大きな影響を与えてきた. 

この影響は政治，経済，思想，文化，教育など多方面に

及んでいる．

『論語』は 20 篇により構成されており，全 20 篇の篇

名の大部分は 2 字か 3 字であり，おおむね各篇の第一章

の文の最初の 2 文字を取っている．そのため，篇名をみ

て，直ちにその内容を推測することができない．また，

『論語』の各篇には篇ごとに定まったテーマは存在しな

い[2]． 

3.　システム構成

本稿で提案する検索手法は『論語』の一般愛読者を対

象とし，中国語の自然言語による『論語』に関する問合

せに応答するシステムの一部である．本システムの構成

を図１に示す．

図 1．システムの構成図

4.　語用情報の抽出

　発話理解には，語用論の知見が有効である．語用論に

おける関連性理論では，発話の解釈には（１）表意の確

定，（２）高次表意の確定，（３）推意の確定の三つの

側面がある．表意の確定には（I）文の曖昧性の除去，

（II）省略の補完の二つの処理を行わなければならない

[3]．本研究では，これらの 3 つの処理により得られる意

味を語用情報と定義する．

既存の『論語』関連書籍[4,5,6,7]を参考にし，人手で

『論語』各文章の語用情報を抽出した．語用情報の付与

に対する恣意性の排除のため，30人の被験者によって付

与した語用情報を読ませ，賛成する人数が半分以上に達

する語用情報をシステムに登録した．語用情報の抽出例

を表1に示す．
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表 1．語用情報の抽出例

語用情報別
カテゴリ

論語の本文 語用情報

推意 先生が言われた，「立派
な人間はけっして単なる
専門家ではいけないもの
だ．

君子は博識であるよ
う．

省略の補完 先生が言われた，「魯と
衛の政治は兄弟みたいな
ものだ．」

魯の国と衛の国の政
治は兄弟のように似
たものだ．」

高次表意 先生がいわれた，「私は
回と一日中，語りあって
も，全く逆らわず（異説
も反対もなく）まるで愚
かもののように見える．
だが退出してから，その
私生活を見ていると，大
切な点はちゃんと身に付
けていて人にはっと思い
あたらせるところが十分
にある．回は愚かもので
はない．」

孔子は顔回のことを
感心した．

5.　カテゴリの抽出

抽出した概念カテゴリは，大分類と小分類とした．大

分類は「学習と教育」，「処世」，「政治」，「教養」

「人物」，「葬祭」，「天命」，「孔子」，「よそから

見る孔子」，「文芸」，「人物評」など 12 種類とした．

小分類は例えば大分類「学習と教育」の下に「学習法」

や「学習内容」，「教育方針」などを定義した．小分類

は計40 種類とした．

6.　提案手法の評価実験と考察

　『論語』の独特性のため，既存のテストコレクション

は利用できない．そこで，我々は独自に『論語』のテス

トコレクションを作成した．『論語』の文章を被験者に

提示し，そこに込められた孔子の知恵や思想を質問文の

形式で表現するように指示した．質問作成の際には，一

つの文章について複数の質問を作成することを許した．

50名の被験者に一人 20文章の質問を作成させた．作成し

た質問を他の 10 名の被験者でチェックし，テストコレク

ションを作成した．作成したテストコレクションは 199文

章である．

語用情報を用いた検索手法の有効性を検証するため，

語用情報を利用しない手法と提案手法との精度比較をマ

クロ平均 F値を用いて行った．図 2に提案手法と語用情報

を利用しない方法の各カテゴリの検索精度を示す．図中

のＰは語用情報を利用する手法による結果であり，Cは語

用情報を利用しない方法の結果である．

　カテゴリごとに検索精度を比較した結果，提案手法を

用いることで,７カテゴリ全てで検索精度の向上が見られ

た．これより，語用情報の利用が有効であることがわか

る．さらに，各分野の F値の平均を求めたマクロ平均 F値，

および分野を区別せず全７分野に対して Recall と

Precisionを計算し F値を求めたマイクロ平均 F値を評価

した[8]．その結果を表 2に示す．

  語用情報に基づく手法はマイクロ平均 F値もマクロ平

均F値も 50%前後であり，語用情報を利用しない手法より

図 2．検索精度の結果

高く，優れた検索精度が得られている．語用情報には語

の出現頻度は低いが検索に寄与する重要な語が多いため

であると考えられる．

表2．マイクロ平均 F値とマクロ平均 F値の結果

手法 マイクロ平均 F値（％） マクロ平均 F値（％）

語用情報を用
いる手法

52.4 48.1

語用情報を用
いない手法

20.2 16.2

7.　おわりに

　本研究は，論語に関する質問応答システムの構築であ

り，本稿では語用情報に基づく検索手法を提案した．

　実験の結果，語用情報を用いた提案手法の方が語用情

報を用いない手法に比べて約 32%検索精度が向上すること

を示した．
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